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清掃運動　　―家毎に毎朝門前の掃除をしては如何―

清掃 (せいそう)と云 (い)ふ言葉 (ことば)は誠 (まこと)に美 (うつく)しく、懐 (なつ)かしい響 (ひびき)を有 (も)つ。愛 (あい)らしき小學校 (せうがくこう)の児童 (じどう)達 (たち)が熊手 (くまで)や箒 (ほうき)を手 (て)に手 (て)に、神社 (じんじや)の境内 (けいだい)や往來 (おうらい)を清掃 (せいそう)する有様 (ありさま)は誠 (まこと)に感激的 (かんげきてき)なことである。往 (おう)々中流 (ちうりゆう)以上 (いじやう)の夫人 (ふじん)が姉 (ねえ)様 (さま)被 (かぶ)り前掛 (まえかけ)姿 (すがた)で門前 (もんぜん)に水 (みづ)を撒 (ま)いたり掃除 (そうぢ)をしたりする床 (ゆか)しい姿 (すがた)も見 (み)受 (う)けられる様 (やう)になつた。清掃 (せいそう)は何 (なん)と麗 (うる)はしく望 (のぞ)ましいことであらう。
家庭 (かてい)の第 (だい)一の務 (つとめ)は清掃 (せいそう)であるべきである。小學 (せうがく)にも、鶏鳴 (けいめい)に起 (お)きて齒 (は)を磨 (みが)き顔 (かほ)を洗 (あら)ひ、髪 (かみ)を梳 (くしけづ)り、お部 (へ)屋 (や)やお庭 (にわ)に水 (みず)を撒 (ま)き掃 (は)き浄 (きよ)めよとある。而 (しか)もそれは下男 (げなん)や下女 (げじよ)に云 (い)ふことではなくて、凡 (すべ)ての子 (し)女 (じよ)に命 (めい)じたことである。これは甚 (はなは)だ意 (い)義 (ぎ)深 (ふか)いことで、掃除 (そうぢ)は決 (けつ)して賤 (いや)しい事 (こと)ではなく尊 (たつと)いことであり、人 (ひと)にさせるべきではなく、躬 (みづか)らなすべきことであることを示 (しめ)してゐるからである。殊 (こと)にお臺 (だい)所 (どころ)や御不浄 (ごふぜう)などの掃除 (そうぢ)は主婦 (しゆふ)自身 (じしん)でなすべきで門前 (もんぜん)や庭 (にわ)の掃除 (そうぢ)は主人 (しゆじん)自身 (じしん)がやるべきだと思 (おも)ふ。斯 (か)くすることによつてのみ子女 (しじよ)や使用人 (しようにん)に清掃 (せいそう)の精神 (せいしん)を徹底 (てつてい)することが出來 (でき)るからである。
京 (けい)城 (ぜう)を首 (はじめ)として朝鮮 (てうせん)の各都市 (かくとし)は恥 (はず)かしいことながら未 (いま)だ不 (ふ)潔 (けつ)の域 (いき)を脱 (だつ)して居 (ゐ)ない。蠅 (はえ)や蚊 (か)は到 (いた)る處 (ところ)に暴 (ぼう)威 (い)を振 (ふる)ひ、窒扶斯 (ちぶす)等 (など)の未開人病 (みかいじんびやう)は年々 (ねんねん)大都市 (だいとし)の眞中 (まんなか)に蔓 (はびこ)つて居 (ゐ)る。そして、その道路 (どうろ)の不潔 (ふけつ)さ、立派 (りつぱ)な舗装 (ほそう)道路 (どうろ)でさへも、さながら塵芥 (じんあい)の棄塲 (すてば)の如 (ごと)き觀 (くわん)を呈 (てい)して居 (を)るのは何 (な)んと市民 (しみん)の恥 (はぢ)であらう。已 (すで)に然 (しか)り、況 (いは)んや農 (のう)漁 (ぎよ)小村 (せうそん)に於 (お)いてをやである。これは府 (ふ)邑 (ゆう)面 (めん)等 (など)の自 (じ)治 (ち)當 (たう)局 (きよく)や警 (けい)務 (む)當 (たう)局 (きよく)にも責任 (せきにん)を歸 (き)すべきであるが、それよりも住 (じゆう)民 (みん)躬 (みづか)らの責任 (せきにん)たることは云 (い)ふまでもない。
かうしては何 (ど)うだらう、各戸 (かくこ)毎 (ごと)に毎朝 (まいあさ)自家 (じか)の門前 (もんぜん)を清掃 (せいそう)する運動 (うんどう)を起 (お)こしては、國民總 (こくみんそう)動員 (どうゐん)の清掃 (せいそう)運動 (うんどう)を起 (おこ)しては。これは豫 (よ)算 (さん)の掛 (か)からないことであり、同時 (どうじ)に住民全體 (じうみんぜんたい)の精神的 (せいしんてき)、勤勞 (きんろう)的 (てき)訓練 (くんれん)になつて、それこそ一石 (せき)二鳥 (てう)の策 (さく)ではなからうか。
屋内 (おくない)や町内 (てうない)をば綺麗 (きれい)に掃除 (そうぢ)して一塵 (じん)をも止 (とど)めないときに、蠅 (はえ)や蚊 (か)や傳 (でん)染 (せん)病菌 (びようきん)はその跡 (あと)を絶 (た)つであらう。同時 (どうじ)に吾 (われ)々の心 (こころ)の塵 (ちり)も清掃 (せいそう)されるであらう。
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